
は
じ
め
に

　

地
域
の
中
核
的
農
家
や
農
業
生
産
法
人
と
と
も

に
、
日
本
農
業
の
将
来
を
担
う
べ
く
期
待
さ
れ
て

い
る
の
が
集
落
営
農
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
兼
業

化
が
著
し
く
進
展
し
た
地
域
や
高
齢
化
・
過
疎
化

が
進
み
農
業
労
働
力
不
足
に
悩
む
地
域
で
は
、
集

落
営
農
へ
の
期
待
が
大
き
い
。
こ
の
度
、
一
九
七

五
年
頃
か
ら
集
落
営
農
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
島
根
県
下
の
津
和
野
町
に
あ
る
「
農
事
組
合

法
人　

お
く
が
の
村
」
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
た

の
で
、
以
下
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

一
、
津
和
野
町
奥
ヶ
野
集
落
の
概
要

　
「（
農
）お
く
が
の
村
」
が
あ
る
奥
ヶ
野
集
落
は
、

山
陰
の
小
京
都
と
し
て
観
光
で
知
ら
れ
る
津
和
野

町
の
北
部
に
位
置
し
、
山
口
県
境
に
隣
接
し
た
典

型
的
な
山
間
農
業
地
帯
に
あ
る
。
町
全
体
で
み
る

と
、
林
野
率
は
八
七
％
に
も
及
び
、
兼
業
化
・
過

疎
化
・
高
齢
化
の
進
展
を
受
け
て
、
農
業
従
事
者

の
六
五
歳
以
上
の
比
率
も
六
四
％
と
著
し
く
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
農
家
一
戸
当
た
り
の
経
営
規

模
は
、
八
八
ａ
と
零
細
で
、
う
ち
八
割
が
水
田
と

い
う
水
田
単
作
経
営
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
集
落
そ
の
も
の
が
崩
壊

し
か
ね
な
い
と
の
危
機
感
か
ら
、
島
根
県
が
進
め

て
き
た
「
島
根
県
農
業
振
興
対
策
事
業
」（
七
五
〜

八
八
年
）
に
よ
る
集
落
営
農
の
振
興
に
取
り
組
み
、

現
在
町
内
に
は
一
二
組
織
が
結
成
（
三
組
織
は
特

定
農
業
法
人
の
資
格
取
得
、
六
組
織
が
設
立
検
討

中
）
さ
れ
て
い
る
。

二
、「（
農
）お
く
が
の
村
」
の
設
立
の
経
緯

　

こ
う
し
た
町
の
取
り
組
み
の
な
か
で
、
最
初
に

誕
生
し
た
集
落
営
農
組
織
が「（
農
）お
く
が
の
村
」

で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進

み
、
集
落
の
共
同
意
識
が
弱
ま
る
な
か
で
、
七
五

年
頃
か
ら
農
家
の
後
継
者
が
集
ま
り
、
集
落
の
将

来
を
話
し
合
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
お
り
し
も
そ

の
頃
、
県
営
の
圃
場
整
備
事
業
の
話
が
持
ち
上
が

り
、
そ
れ
は
農
業
の
生
産
・
経
営
の
合
理
化
と
将

来
に
わ
た
る
生
産
環
境
の
改
善
を
図
る
ま
た
と
な

い
機
会
で
あ
っ
た
。
一
方
、
高
齢
者
が
多
い
こ
と

か
ら
将
来
に
わ
た
る
償
還
金
の
負
担
問
題
も
あ
っ

た
が
、
徹
底
し
た
集
落
の
話
し
合
い
の
結
果
、
八

四
年
か
ら
圃
場
整
備
に
着
手
、八
七
年
に
完
了（
集

落
内
圃
場
整
備
率
九
〇
％
）
し
た
。

　

圃
場
整
備
着
手
の
翌
八
五
年
に
は
、
前
述
の
農

業
振
興
対
策
事
業
の
指
定
を
受
け
、
集
落
営
農
の

具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
る
が
、

八
六
年
に
は
早
速
、
集
落
と
も
補
償
方
式
に
よ
る

集
団
転
作
が
実
現
し
た
。
こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま

え
て
、
八
七
年
に
は
機
械
の
共
同
利
用
、
農
作
業

受
託
を
主
目
的
と
し
た
「（
農
）お
く
が
の
村
」
が

設
立
さ
れ
た
。
総
事
業
費
は
二
千
万
円
（
県
・
町

補
助
二
分
の
一
、
近
代
化
資
金
借
入
八
百
万
円
、

そ
の
他
出
資
金
で
充
当
）、集
落
内
農
家
二
〇
戸
の

う
ち
一
二
戸
（
現
在
一
四
戸
）
に
よ
る
ス
タ
ー
ト

で
あ
っ
た
。

　

出
資
金
は
、
当
初
面
積
割
り
も
検
討
さ
れ
た
が
、

一
戸
当
た
り
三
口
、
三
〇
万
円
を
平
等
に
要
請
、

そ
の
結
果
三
三
〇
万
円（
一
部
運
転
資
金
に
充
当
）

が
造
成
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
集
落
内
に
お

け
る
平
等
原
則
が
あ
り
、
組
織
形
態
に
つ
い
て
も

一
人
一
票
制
の
農
事
組
合
法
人
の
形
態
が
相
応
し

い
と
し
て
採
ら
れ
た
。
さ
ら
に
各
戸
で
所
有
し
て

い
た
農
機
具
は
処
分
さ
せ
ず
（
た
だ
し
非
更
新
を

申
し
合
わ
せ
）、
必
要
に
応
じ
て
組
合
が
借
り
上

げ
る
形
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
設
立
の
経
緯
を

み
る
と
集
落
の
合
意
形
成
を
優
先
し
た
、
無
理
の

な
い
進
め
方
が
採
ら
れ
た
こ
と
が
よ
く
み
て
と
れ

る
。

三
、「（
農
）お
く
が
の
村
」
の
事
業
内
容

　

九
八
年
の
同
組
合
の
事
業
内
容
を
み
る
と
、
稲

作
部
門
（
二
・
七
五　

、
九
三
年
に
後
継
者
が
い

��

な
い
高
齢
化
農
家
が
農
業
者
年
金
受
給
資
格
を
得

る
た
め
に
、
受
け
皿
と
し
て
法
人
が
預
か
る
）
と
、

作
業
受
託
部
門
（
春
・
秋
の
基
幹
作
業
を
中
心
に

作
業
合
計
延
面
積
八
〇　

、
な
お
、
畦
畔
の
草
刈

��

り
、
水
管
理
は
可
能
な
限
り
委
託
農
家
自
ら
が
行

な
う
）
の
二
部
門
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

転
作
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み

込
ん
だ
集
団
転
作
に
よ
る
飼
料
用
イ
タ
リ
ア
ン
グ

調査と情報　第１５８号 （’ ９９・７）

―  ７  ―

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
（
そ
の
二
）

地
域
農
業
の
担
い
手
「（
農
）お
く
が
の
村
」

―
島
根
県
・
津
和
野
町
奥
ヶ
野
集
落
の
集
落
営
農
へ
の
取
り
組
み
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間
）、
生
産
費
は
六
七
、
七
七
四
円
（
県
農
試
調
・

利
子
・
地
代
等
含
ま
ず
、
同
前
一
四
六
、
二
九
八

円
）
と
な
っ
て
お
り
、
県
平
均
比
で
は
労
働
時
間

で
三
分
の
一
、
生
産
費
で
二
分
の
一
以
下
と
、
大

幅
な
削
減
効
果
が
認
め
ら
れ
る
。

　

収
支
状
況
（
九
八
年
）
で
は
、
事
業
収
益
は
水

稲
部
門
二
、
四
六
八
千
円
、
作
業
受
託
部
門
三
、

一
五
六
千
円
の
主
要
部
門
の
他
に
、他
転
作
関
係
・

機
械
貸
出
等
一
、
六
五
二
千
円
を
含
め
て
、
合
計

七
、
二
七
五
千
円
で
あ
る
。
一
方
事
業
費
用
で
は
、

機
械
等
減
価
償
却
費
一
、
四
四
七
千
円
、
作
業
労

賃
等
一
、
一
七
一
千
円
、
借
地
料
九
二
六
千
円
等

を
中
心
に
合
計
で
は
六
、
五
三
二
千
円
で
、
そ
の

結
果
剰
余
金
は
七
四
三
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
は
利
用
高
配
当
で
還
元
さ
れ
て
い
る
（
な

お
九
八
年
よ
り
出
資
配
当
は
停
止
中
）。

四
、
課
題
と
展
望

　

後
継
者
の
話
し
合
い
を
契
機
に
生
ま
れ
た

「（
農
）お
く
が
の
村
」
で
あ
る
が
、
町
、
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
、
農
協
等
の
支
援
も
受
け
、
集
落
の
共

同
意
識
を
高
め
、
農
地
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資

源
を
保
全
し
つ
つ
効
率
的
な
営
農
シ
ス
テ
ム
が
作

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
集
落
全
体

の
自
治
組
織
「
奥
ヶ
野
自
治
会
」
と
と
も
に
、
住

み
よ
い
活
力
あ
る
集
落
づ
く
り
の
中
核
的
組
織
に

な
っ
て
い
る
。

　

課
題
は
、
個
々
の
農
家
経
営
を
ベ
ー
ス
に
し
て

い
る
た
め
、
作
業
適
期
に
あ
わ
せ
た
機
械
利
用
や

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
編
成
等
を
統
一
的
・
体
系
的
に
組

み
上
げ
て
い
く
上
で
の
限
界
性
で
あ
る
。
機
械
能

力
の
余
力
、
効
率
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
余
剰
労
働

力
の
有
効
活
用
の
課
題
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は

プ
ー
ル
計
算
に
基
づ
く
協
業
経
営
型
も
視
野
に
入

れ
て
い
く
必
要
が
生
じ
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
組
合
設
立
お
よ
び
そ
の
運
営
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
た
糸
賀
盛
人
組
合
長
（
五
一

歳
）
の
想
い
は
、
後
継
者
が
兼
業
を
続
け
な
が
ら

集
落
に
残
り
、
共
に
助
け
合
い
な
が
ら
く
ら
し
て

い
け
る
条
件
づ
く
り
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
組
合

長
の
弁
に
よ
る
と
、
集
落
営
農
の
最
大
の
目
的
は

「
高
齢
に
な
っ
て
も
老
人
ホ
ー
ム
に
行
く
こ
と
な

く
元
気
で
働
き
、
集
落
で
皆
が
見
守
る
中
で
一
生

を
終
え
る
」
こ
と
で
、
こ
れ
を
「
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン

ピ
ン
し
て
コ
ロ
リ
）」と
呼
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
高
齢
に
な
っ
て
も
農
作
業
と
の
接
点
を
重

視
す
る
根
拠
は
こ
の
辺
り
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
九
八
年
の
業
務
報
告
書
の
「
一
年
間
の
作

業
・
出
来
事
」
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、
青
年
部
長
宅
で
長
女
誕

生
の
ニ
ュ
ー
ス
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
組
合
運
営

の
勘
所
が
垣
間
見
れ
る
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
大
き
な
課
題
は
、
現
シ

ス
テ
ム
の
安
定
化
と
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
町
内
の
集
落
営
農
組
織
間
の
「
協
議

会
」
の
創
設
で
あ
る
。
機
械
の
調
子
が
悪
い
時
の

相
互
利
用
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
相
互
乗
り
入
れ
等

が
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
一
〇
年
、
二
〇
年

先
を
見
越
し
た
柔
軟
で
地
域
実
態
に
合
っ
た
貴
重

な
取
り
組
み
と
い
え
よ
う
。

（
木
原　

久
）

ラ
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
他
面
積
は
少
な
い
が

高
齢
者
、
婦
人
の
労
働
力
を
活
か
し
た
露
地
ピ
ー

マ
ン
等
の
野
菜
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
イ
タ

リ
ア
ン
グ
ラ
ス
は
、
当
地
で
広
く
み
ら
れ
る
高
齢

者
等
に
よ
る
繁
殖
和
牛
（
一
〜
二
頭
飼
い
）
の
飼

料
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
和
牛
飼
育
は
、

高
齢
者
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
水

田
へ
の
堆
肥
供
給
源
に
も
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
有
利
な
転
作
作
物
が
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
労
働

力
不
足
の
下
で
は
、
和
牛
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
が

転
作
継
続
の
絶
対
条
件
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

組
合
が
所
有
し
て
い
る
主
た
る
装
備
は
、
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
（
二
七
ｐ
ｓ
）、
乗
用

田
植
機
（
六
条
）、
コ
ン
バ
イ
ン
（
四
条
）
各
一
台
、

乾
燥
機
（
五
〇
石
、
二
台
）
等
で
、
そ
の
他
組
合

員
所
有
農
機
も
登
録
さ
れ
て
お
り
、
約
三
〇　

程
��

度
は
対
応
可
能
で
あ
る
。

　

受
託
作
業
は
、
五
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
行
い
、

作
業
は
年
始
め
に
お
お
よ
そ
の
作
業
計
画
を
立
て
、

作
業
数
週
間
前
に
再
調
整
す
る
こ
と
で
大
き
な
問

題
は
生
じ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
や
は
り
天
候
に

左
右
さ
れ
る
秋
作
業
の
編
成
は
苦
労
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
作
業
料
金
は
、
水
田
の
形
状
、
地
区
内
・

外
、
員
内
・
外
別
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
平
均
的

に
い
え
ば
町
全
体
の
約
三
分
の
二
の
水
準
と
な
っ

て
い
る
。

　

さ
て
、
機
械
の
共
同
利
用
、
受
託
作
業
等
に
よ

る
経
営
合
理
化
効
果
を
稲
作
部
門
で
み
る
と
、
九

六
年
産
米
で
は
、
一
〇
ａ
当
た
り
労
働
時
間
は
一

五
・
五
時
間
（
販
売
農
家
県
平
均
四
九
・
〇
六
時


